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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,将来のリニアコライダーのための2ビーム加速方式を目指して高エネルギー物理
 学研究所に建設された単段自由電子レーザー実験装置の開発研究であり,特に,イオンチャン
 ネルガイディングによる大電流ビーム輸送制御の研究を行ったものである。
 第1章序論では,リニアコライダーを建設する上での諸問題を述べ,その内で,最大の問題
 点が短距離でビームを加速するための大出力マイクロ波源であると指摘し,その問題解決方法
 として提案されている2ビーム加速方式の可能性を探るため単段自由電子レーザー実験装置が
 建設されたことを述べている。第II章は2ビーム加速方式で問題になる大電流電子ビームの輸
 送方法について,イオンチャンネルガイディングの方法が紹介され,更に,イオンチャンネル
 ガイディングの基本的制限,及び,その運動力学について述べている。第皿章は,本研究の実
 験装置についてド特に,高繰返し運転可能なパルス電源,大電流電子入射器,ガス器,レーザー
 系,及びビーム・モニターについて述べている。パルス電源については,3.2GW,200KV,7011sec
 の出力パルスが測定され,初期目標を達成した。又,大電流電子入射器のカソードとして電界
 放出型のヴェルベットカソードを開発し,ビームエネルギー780±40KeV,ビーム・エミッタン
 ス0.41±lllcm・ra〔1,ビーム電流L5KAのビームを達成した。この入射器の性能は,自由電子
 レーザーによる300MWのマイクロ波出力の可能性を示唆するものである。
 第IV章は大電流ビーム輸送方法としてのイオンチャンネルガイディングについて述べ,その
 実験結果を示してある。ビーム輸送パイプ中に4×10-4Torrのジエチルアニリンガスを注入
 し,そこに100mJのレーザー光を照射すると,レーザー光路にそって気体がイオン化される。
 そこに,電子ビームを入射すると,ビームに非線形な収束力が働き大電流ビーム輸送が可能に
 なると考えられる。本研究では,先に述べた大電流電子入射器より,2.17KAの電子ビームを入
 射し,2、2m離れた位置で,ビーム電子L3KAを検出した。この時のビーム輸送効率は,60%
 であり,イオンチャンネルガイディングによるビーム輸送が,可能であることを実証したもの
 である。この結果は,300MWの大出力マイクロ波を得るための重要かつ基礎的データを提供す
 るものである。
 以上,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって,栗野浩之提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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